
軽症も含めると、若い女性の約１割にみられるとされる摂食障害。
本人や家族、周囲も病識を持ちにくいため、
適切な治療を受けないまま重症化してしまうことも少なくありません。
摂食障害には、神経性やせ症、神経性過食症、過食性障害の３つのタイプがあり、
このうち、重い合併症の危険があり死亡率も高い「神経性やせ症」について、
鈴木眞理氏にお聞きしました。

精
神
的
な
原
因
で
食
べ
方
に
異
常
を

き
た
す
病
気
で
、
標
準
体
重
の
80
％

以
下
に
や
せ
ま
す
。
少
食
で
や
せ
て
い
る
タ

イ
プ
と
、飢
餓
の
反
動
で「
む
ち
ゃ
食
い
」を
す

る
け
れ
ど
、
や
せ
て
い
た
い
の
で
嘔
吐
や
下

剤
乱
用
を
し
て
い
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。　

女
性
な
ら
無
月
経
に
な
り
、
進
行
す
れ
ば
低

血
糖
昏
睡
な
ど
の
重
症
合
併
症
を
伴
う
、
精

神
科
疾
患
の
中
で
最
も
死
亡
率
の
高
い
病
気

で
す
。
若
い
女
性
に
多
く
、
最
近
は
小
学
生

や
中
高
年
に
も
広
が
り
、
男
性
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

要
因
と
し
て
は
、
発
症
し
や
す
い
遺
伝
素

因
や
、ス
ト
レ
ス
を
た
め
や
す
い
完
璧
主
義
・

強
迫
性
・
不
安
症
な
ど
の
性
格
傾
向
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。「
手
の
か
か
ら
な
い
良
い
子
」

と
評
さ
れ
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
本
音
を

言
い
出
せ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。ま
た
、

ス
ト
レ
ス
に
適
切
に
対
処
す
る
（
コ
ー
ピ
ン

グ
ス
キ
ル
）
に
は
、他
人
の
力
を
借
り
た
り
、

逃
げ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
使
い
分

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
摂
食
障
害
に
な

る
人
は
「
が
ん
ば
る
」「
が
ま
ん
す
る
」
だ

け
に
頼
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
白

黒
思
考
」
や
「
べ
き
思
考
」
と
呼
ば
れ
る
偏

っ
た
認
知
も
み
ら
れ
ま
す
。
最
終
的
な
治
療

目
標
は
、
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

体
重
に
よ
る
階
級
制
が
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
で
は
、
過
激
で
病
的
な
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
本
人
が
異
常
だ
と
認
識
し
て
、
目

的
や
期
間
を
決
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
神
経

性
や
せ
症
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
目
的
や
期
間
は

明
確
で
な
く
、
わ
け
も
な
く
や
せ
た
く
な
っ

た
と
言
い
、
や
せ
る
途
中
の
こ
と
は
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
や
せ
過
ぎ
て
も
、「
病

気
で
は
な
い
」「
ま
だ
太
っ
て
い
る
」「
足
が

太
い
」
と
言
い
張
り
、
病
気
の
自
覚
が
な
か

な
か
持
て
ま
せ
ん
。
神
経
性
や
せ
症
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
病
気
の
症
状
で
す
。

段
階
２
：
学
校
で
見
守
り
体
制
を
作
る

段
階
３
：
保
護
者
に
連
絡

段
階
４
：
学
校
医
面
談
・
保
護
者
に
受
診
を

　
　
　
　

す
す
め
る

段
階
５
：
受
診
を
強
く
す
す
め
る

段
階
６
：
緊
急
対
応

　

小
学
校
版
の
段
階
４
は
、
肥
満
度
マ
イ
ナ

ス
20
％
未
満
で
徐
脈
が
み
ら
れ
る
場
合
で
す
。

中
学
生
版
の
段
階
４
は
、
①
肥
満
度
マ
イ
ナ

ス
25
％
未
満
②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
15
未
満
③
そ
れ
ま
で

の
成
長
曲
線
か
ら
明
ら
か
に
外
れ
て
い
る
―

―
の
い
ず
れ
か
が
み
ら
れ
る
場
合
で
、
肥
満

度
マ
イ
ナ
ス
20
％
未
満
で
徐
脈
の
場
合
も
注

意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
の
最
終
目
標
は
、
ス
ト
レ
ス
を

増
や
す
よ
う
な
考
え
方
や
思
い
込
み

を
修
正
し
、
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
を
磨
い
て

困
難
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
時
に
や
せ
に
逃

避
し
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
特
効
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
、
看
護
師
や
管
理
栄

養
士
や
臨
床
心
理
士
な
ど
に
よ
る
チ
ー
ム
医

療
が
行
わ
れ
（
資
料
２
）、
学
校
や
家
族
の

温
か
な
理
解
と
協
力
が
重
要
で
す
。

　

や
せ
症
が
進
行
す
る
と
、
低
栄
養
に
よ
っ

て
人
柄
も
変
わ
り
、
思
考
力
や
判
断
力
も
低

下
し
て
し
ま
う
た
め
、
あ
る
程
度
体
重
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

患
者
に
と
っ
て
体
重
増
加
は
嫌
な
現
実
に
対

峙
す
る
恐
怖
を
伴
う
の
で
、
な
か
な
か
体
重

を
増
や
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

神
経
性
や
せ
症
の
治
療
へ
の
導
入
は
、
体

重
増
加
の
動
機
付
け
に
尽
き
ま
す
。
外
来
で

は
、
入
院
回
避
や
通
学
許
可
な
ど
、
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
現
実
的
な
目
標
体
重
を
漸

増
す
る
方
法
が
取
ら
れ
ま
す
。
患
者
は
体
重

増
加
の
恐
怖
と
現
実
的
な
利
益
を
天
秤
に
か

け
な
が
ら
、
渋
々
体
重
増
加
を
受
け
入
れ
、

環
境
の
変
化
や
本
人
の
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力

の
向
上
に
伴
い
、
さ
ら
な
る
体
重
増
加
を
受

け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
初

か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
３
食
を
摂
取
す
る
こ

と
は
困
難
な
の
で
、
楽
な
食
べ
方
や
好
物
を

取
り
入
れ
て
可
能
な
限
り
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
近
づ
け
、
そ
の
上
で
自
覚
症
状
や
検
査
所

見
の
改
善
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
よ
い

食
行
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
、
カ
ロ
チ
ン
症
、
元
気
が
な
い
、
顔
色

の
悪
化
な
ど
の
身
体
症
状
や
、給
食
を
残
す
、

食
事
時
間
が
長
い
、
登
校
し
ぶ
り
、
保
健
室

利
用
が
増
え
る
と
い
っ
た
行
動
の
変
化
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
対
応
は

次
の
と
お
り
で
す
。

段
階
１
：
密
に
経
過
を
見
る

２
０
１
７
年
３
月
に
「
エ
キ
ス
パ
ー

ト
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
摂
食
障
害

に
関
す
る
学
校
と
医
療
の
よ
り
良
い
連
携
の

た
め
の
対
応
指
針
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
校
、
中
学
校
（
資
料
１
）、
高
等
学
校
、

大
学
版
が
あ
り
ま
す
。
中
学
校
版
で
は
、
早

期
発
見
の
サ
イ
ン
と
し
て
、
35
℃
台
の
低
体

温
、
寒
が
り
、
し
も
や
け
な
ど
四
肢
の
循
環

Q A &

エ
キ

ス
パートに聞く

よ ぼ う医学
教授

鈴
すず

 木
き

  眞
ま

 理
り

政策研究大学院大学
保健管理センター

長崎大学医学部卒業、1985年から2年間、米国ソーク研究所神経
内分泌部門留学。1999年 東京女子医科大学内分泌疾患総合医療
センター内科准講師、2002年から現職。日本摂食障害学会理事、
神経性やせ症家族会「EATファミリーサポートの会」主宰

神
経
性
や
せ
症
と
は
、

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？
　

ど
ん
な
人
が

な
り
や
す
い
で
す
か
？

Q 1 

過
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
と

神
経
性
や
せ
症
の
違
い
は

ど
ん
な
点
で
す
か
？

Q 2 

治
療
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

Q 5 

注
意
す
べ
き
状
態（
症
状
）を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 3 

A

A

A

A

受
診
を
す
す
め
る
べ
き
な
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？

Q 4 A

若い女性を中心に増えている

神経性やせ症（拒食症）とは

執筆・編集／摂食障害に関する学校と医療の
より良い連携のための対応指針作成委員会

エキスパートコンセンサスによる
摂食障害に関する学校と医療の

より良い連携のための対応指針 中学校版

摂食障害に関する

学校と医療の
より良い連携のための
対応指針

中学校 版

エキスパートコンセンサスによる

厚生労働科学研究費補助金
「摂食障害の診療体制整備に関する研究」班
研究代表者　安藤哲也

摂食障害に関する
学校と医療のより良い連携のための
対応指針作成委員会

摂食障害の〝チームでの治療・支援〟を知る一冊。
発行／一般社団法人日本摂食障害協会

チームで取り組む 
摂食障害治療・支援ガイドブック

本会「思春期やせ症相談室」の取り組み
　本会では、2015年4月から鈴木眞理医師を迎え、小児健康
相談室に「思春期やせ症相談室」を開設しています。
　下図のように、初診時には、コンサルテーションと診察、
検査、必要に応じて栄養相談を行います。
　本相談室の特徴は、初診の方でも栄養相談が受けられる体
制をとっている点です。日本では初診時から栄養相談を行う
施設はまだ少ないようです。
　また、医師と管理栄養士の治療をスムーズに行っていくた
めに、長年養護教諭を務めた経験豊富なスタッフがコーディ
ネーター役となって、チームで治療に取り組んでいます。

相 談 室 の おもな 流 れ

診
察

検
査
　

や
せ
症
以
外
の
病
気
を

否
定
す
る
た
め
に
行
う
検
査

問
診
票
記
入

医
師
に
よ
る

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

栄養
相談

検
査
結
果
の
説
明

心
理
教
育・動
機
付
け

診
察・面
談

栄養
相談

初診 再診

※コンサルテーションは自費（約5000円）、その他は保険診療
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